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兄の所持金を A， 弟の所持金を B として式をつくります。 

それぞれが出した金額の割合は， 

 Ax0.3・・・兄 

 Bx0.4・・・弟 

   ↓ 

 A＋B＝3000       ・・・① 

 Ax0.3＋Bx0.4=1020  ・・・② 

①x0.3 とし，②の Ax0.3 を消去します。 

   ↓ 

 Ax0.3＋Bx0.3＝900・・・①’ 

②-①’ 

Ax0.3＋Bx0.4=1020 

Ax0.3＋Bx0.3＝900 

      Bx0.1＝120 

      B=120÷0.1 

=1200(円)・・・弟の所持金 

     

 

 

- 

1200円 
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定価を 1 とすると， 

売り値は(1-0.2=)0.8 なので， 

定価と売り値の比は， 1:0.8=5:4 

それぞれの場合で売れたときの利益の 

比は， 1:
1

3
 = 3:1 

   ↓ 

定価を⑤円，売り値を④円とすると， 

上の図のようになります。 

 赤線部分において， 

  ①＝２ なので， 

図の〇を 2倍して，□におきかえます。 

 ⑤⇒10 ・・・定価 

10-3=7 が 350円にあたりますから， 

1 は 350÷7=50(円) 

定価の 10 は，50x10=500(円) 

 

 

 

 

 

 

 

定価⑤円 

売り値④円 

仕入れ350円 利益 3 

利益 1 

① 

2 

定価 10 

仕入れ350円 利益 3 

7 

500円 
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仕入れ値を 1 とすると， 

定価は，  

1+0.2=1.2 

 

値引き後の売り値は，  

   1.2x(1-0.25)=0.9 

 

 

全体の利益は， 1x(1+0.1)=1.1 

 

 

ここで，右のような面積図をかきます。 

 

 1.1 が平均になりますから， 

  ア＝イです。 

 

アの面積は， (1.2-1.1)x30=3 

イ＝3 なので， (1.1-0.9)x□=3 

              □＝3÷0.2 = 15 

 

 

したがって，仕入れた個数は， 

  30+15=45(個) 

仕入れの合計 全体の利益 

売り上げ高 

ア 

イ 

定価で売れた個数 

   30個 

値引きしたときの個数 

□個 

    

1.2 
1.1 

0.9 

45個 


